






要約

病児を抱える家族には、単に患児本人の医療内容の検討だけではなく、様々な配慮が求め

られる。医療を効率よく進める上での家族協力体制は、家族生活への影響を配慮して進め

られなければならない。子供が疾患(事故)に罹患したとき、家族が遭遇する課題に対し、

どのような援助体制が必要か、家族の感じていること、求める体制を、提言してもらった。

付き添いや面会などが病児入院には避けられないというより、積極的に家族の参加を求め

られることが明かである以上、一時託児や保育、ホームヘルパー機能や通院援助機能、家

族面会や付き添い可能な病棟整備などの現実的な配慮が求められていた。また、医療と福

祉システムにおける家族への配慮がソフト面でも求められていると感じられた。

小児科診療が従来は、医療側と患児の関係でとらえられてきたのに対し、病児を抱える家

族とそれを支える医療という観点から見直してゆく必要がある。


